
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 2004 

令和４年度 （専）美術科 

 

教科 (専)美術 科目 クラフトデザイン 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 なし 

副教材等 ワークシートプリント 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

美的造形性や機能性を主とする造形のデザインに関する学習を通して、立体造形のデザインについての理

解を深めるとともに、計画する力や表現のための技能と作図・読図の能力など、表現と鑑賞の能力を高めること

をねらいとしている。 

①デザインの基礎  立体デザインの基礎的な学習を通して、発想力、構想力を培い、創造的に表現できる能

力を身につける。形や色彩、素材、構造などの造形の諸要素を理解する。 

②図法、製図  発想、構想したものを視覚的に表示する作図の能力や表示されたものから具体的な形体や仕

組みなどを読み取る読図の能力を高める。 

③工 芸     材料を基に発想し、目的や条件、美しさを追求して作品を計画的に制作する能力を高める。 

④鑑 賞     作品を通して、作者の思いや表現の工夫などを感じ取り、そのよさや美しさを味わう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

美的造形性や機能性を主とする造形のデザインについての理解を深め、表現と鑑賞の能力を高める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

クラフトデザインを通

して、創造活動の喜び

を味わい、主体的に発

想して制作の構想を練

ったり、制作方法を理

解し、創意工夫して制

作したりしようとして

いる。 

 

感性や想像力を働かせ

て、身近な生活や自己

の思いなどから心豊か

に発想し、用途と美し

さの調和を考え、日本

の伝統的な表現のよさ

などを生かして制作の

構想を練っている。 

 

 

制作方法を理解し、意

図に応じて材料や用

具を活用したり、手順

や技法などを吟味す

るなどし、創意工夫し

て制作している。 

 

 

工芸作品などのよさ

や美しさ、作者の心情

や意図と表現の工夫

などを感じ取り、制作

過程における工夫や

素材の生かし方、生活

や社会を豊かにする

工芸の働きについて

理解を深めている。 

 

評
価
方
法 

学習状況の観察、 

完成作品、 

ワークシート 

 

制作途中作品、 

完成作品、 

ワークシート 

完成作品、 

ワークシート 

 

鑑賞レポート、 

ワークシート 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン 

 

・人とモノとの関わりにつ

いて考える 

 

    a: 

b: 

c: 

d: 

 

図
法
の
基
礎
演
習 

 

・図面から工作へ ○  ○  a: :図面を通して形体を理解

することに興味・関心を持ち、

対象の形体の構造を図法を使

って正確に表わせる。 

b: 

c: 実製作ができる図面が描け

る。図面に基き工作が出来る。 

d: 

学習状況の観

察 

ワークシート 

作品 

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト 

２ピースの合体キューブを

つくる 

・見取り図から展開図 

・展開図から造形へ 

 

○ ○ ○  a: ２つの形体が合体して、立

方体が出来るための、欠損部分

の空間を形体として想像がで

きる。 

b: 発想、想像したことを図示

できる。 

c: 形体や紙の材質を理解し、

合理的で無駄のない工作を追

及して表現している。 

 

d: 

学習状況の観

察 

完成作品 

ワークプリン

ト 

 

 

夏
季
休
暇
課
題 

高校展の作品鑑賞 ○   ○ a: 他者の表現に興味を持ち、

主体的に鑑賞の創造活動に取

り組もうとする。 

b: 

c: 

d: 高校生の表現や工夫を理解

し、そのよさや美しさを創造的

に味わっている。 

鑑賞ﾚﾎﾟｰﾄ 



 

※令和３年度以前入学生用 

２
学
期 

ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ
ト 

 

サービストレイの制作 

象嵌技法の体験 

・デザインし図面を書く 

・糸鋸で板を切る 

・ボール盤で穴あけ 

・研磨と成形 

・塗装と仕上げ 

・作品鑑賞 

○ ○ ○ ○ a: 木材を始めとしてさまざま

な材料やそれを扱う用具・工具

について特性や機能に興味を

持てる。 

b: 課題のテーマに基き、材料

の特長を生かした自由にデザ

インができる 

c: :用具工具を合理的かつ安

全に扱える。 

d: 作品の表現や工夫を理解

し、そのよさや美しさを創造的

に味わっている。 

学習状況の観

察 

完成作品 

発表の内容 

 

３
学
期 

七
宝
焼
き
の
制
作 

七宝焼きのバッチをつくる 

・デザイン 

・釉盛り 

・焼成 

・作品鑑賞 

    a: 釉薬の焼成による窯変に興

味を持ち、色ガラスの表現に工

夫しようとする。 

b: 

c: 

d: 作品の表現の工夫を理解

し、そのよさや美しさを創造的

に味わっている。 

学習状況の観

察 

完成作品 

ワークプリン

ト 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


